
蘇原小保護者説明会 会議録 

 

１．日 時  令和８年２月４日（水）午後７時３０分から午後９時００分 

２．会 場  蘇原ふれあいセンター 

３．参加者  保護者 別紙参加者名簿のとおり 

    町教育委員会 鈴村教育長、鈴村課長、玉置学校再編特命監、高木係長、安江 

４．資料等  今後の学校再編方針案について 

 学校再編パンプレット 

５．記 録 

（１）開会あいさつ 鈴村教育長 

 

（２）資料説明   鈴村課長 

 

（３）質疑・意見等   

 

〇男性 A 

１２月の英語の授業に参加させてもらった際に、かなりの大きな音が出ていた。特に換気

のため窓を開けると防音が難しい。校舎の解体の時にも大きな音が出ると思うが、今後の工

事の騒音対策はどうするのか。 

〇玉置学校再編特命監 

大きな石を割る際にかなりの音が出てしまい、その音に関して気になったという連絡を

先生や生徒の保護者からいただいた。それ以降については、気なるという連絡はもらってい

ない。今後の工程で、石を割るときのような大きな音が出るものは暫くないが、建て方を進

める際は防音シートを使い、騒音対策をする。おっしゃられたように、校舎の解体について

は大きな音が出る可能性がある。１階から４階の解体に関しては比較的音の小さい機械を

使う予定であるが、地中に大きなコンクリートの塊があった場合は、大きな音の出る機械を

使わないといけなくなる。そのような場合は放課後や土日に作業を行うといった方法で、授

業への影響を減らしたい。 

 

〇男性 B  

 まちづくり懇談会で出た質問や意見に対する回答はどこかでもらえるのか。回答や改善

したということがあれば教えてほしい。ないのであれば今後対応してもらいたい。 

 クラブ活動について、帰宅する場合は高校生便を使えるとのことだったが、その場合の運

賃はどうなるのか。 



 現在の学校ではそれぞれの地域について学んでいるが、統合後、学ぶ地域が広くなると時

間の都合などで内容が薄くなってしまわないか。 

〇鈴村教育長 

 質問や意見については可能な限り対応をしている。校舎建設に関する意見は、構造的に反

映できないものなどもあるが、可能な範囲で反映させている。ご指摘の通り、どんな対応を

したかについては、ホームページ等で公表していないので今後検討したい。（会議録はホー

ムページで公表している。） 

 クラブ活動に参加した後の帰宅について、スクールバスの利用はできないので高校生便

を活用することになる。その際の中学生の運賃は町が負担することを考えている。 

 ふるさと教育について、時間が限られるため校区が広くなるとそれぞれの地域に当てら

れる時間は短くなる。具体的な学習内容に関しては新しい学校づくり検討委員会や各学校

の教務主任で作っている最中。ふるさと教育を地域の文化に触れるきっかけとしたいが、授

業の中だけで熟達することはできないので、興味を持った分野は個人で追求し、それを地域

の方に支えていただきたいと考えている。 

〇玉置学校再編特命監 

今までいただいた意見を校舎の設計に反映しているが、図面を見ただけでは分かりにく

い。来年度にはワークショップを行い、模型や動画などを使いながら、これまでのご意見を

どのように反映したうえでどんな学校ができ、どのように使うのかをお伝えできればと思

っている。校舎建設工事は現在施工中なので、まだ対応できることもあると思うので、意見

があれば寄せてほしい。 

 

〇女性 A  

昨年１１月に白川町へ引っ越してきたが、学校が統合されるということは引っ越してか

ら初めて知った。楽集館に今までの説明会の資料があったので目を通したが、質問に対する

回答が見当たらず、どうなったのかが気になる。特に１階の図書スペースについて、地域の

方も使えるとのことだが防犯対策はどうするのか。 

子どもが特別支援学級に通っており、新校舎でも通うことになると思う。特別支援学級に

通う子は様々なタイプがあると思うが、気持ちが高ぶってしまった子を落ち着かせるため

の場所はあるか。また、普通学級の子どもから支援学級の子どもに対する偏見が生まれない

かが心配だが、何か配慮はされるのか。 

〇鈴村教育長 

 先ほどの質問にもあったが、今までの説明会での意見や質問に対する対応の回答は今後

検討したい。 

 図書スペースは地域の人も利用できるとしているが、まずは学校として使用する。統合す



る令和９年は小学校が６クラス、中学校が５クラスあるので１１教室を使う。小学１・２年

生が１階、それ以外の学年が２階の教室を使うが、４年ほど経つと子どもが減り、すべての

学年が１クラスとなるので、全員２階の教室を使うことになる。そうなると１階のスペース

が空いてくるので、地域交流の場として利用することを考えている。先生がいる平日の日中

は教室から図書スペースは繋がっている状態だが、放課後や土日になるとセキュリティゲ

ートで教室のある学校部分と図書スペースを分ける。また、建物内の必要な場所には防犯カ

メラを設置し、施設面と人の力で防犯対策をしていく。パンプレットの１ページに「児童生

徒や地域との交流・共働が生まれ、小中一貫教育の実施に適した学校」とあるように、子ど

もだけでなく地域の方と一緒に教育活動を行うことができるように、オープンなつくりに

なっている。 

 平面図にあるように特別支援学級が４室、通級指導教室が２室あり、小学校と中学校で半

数ずつ使用する。廊下を挟んで反対側に普通教室があり、偏見が生まれないかということを

懸念されていると思う。パンプレットの１ページや８ページにあるように、「多様性に対応

した学校」や「一人も取り残さない教育」ができるように、隔離や分離といった対応はせず

同じフロアにしている。学校では大きな声を出してしまう子やじっとしていられないとい

った子がいても、そのような個性を持った子として受け入れられるような教育をしていく

つもりだが、保護者の方からも家庭でそのような話をしていただきたい。 

 興奮してしまった子を落ち着かせるためのスペースについては、２期工事でできる教育

相談室を使用する。また、体育館にも小部屋がある。図書スペースにも様々なコーナーがあ

るので、そこで落ち着かせることもできる。 

〇玉置学校再編特命監 

 ２期工事でできる部屋は普通教室から離れた場所にあるため、普通教室に入れないとい

った子でも安心できるように、現場の先生からこのようなスペースがあるとよいといった

意見をもらいながら設計に反映してきた。 

 

〇男性 A 

 蘇原小学校では毎年野菜を育てているが、新校舎でそのようなスペースはあるか。 

〇鈴村教育長 

パンプレットに載っている図面では分かりづらいが、自転車置き場の近くにできる予定。

また、それとは別で、学校から少し離れた私有地の畑を借りて野菜作りをしたこともあり、

そちらを継続したいと思っている。 

 

〇女性 B 

 工事中は使えない特別教室があると思うが、特別教室が使えないから授業ができないと



いったことがないようにしてもらいたい。 

〇鈴村教育長 

解体工事が始まると、２期工事で造る特別教室が使えなくなってしまう。音楽室に関して

は体育館２階の多目的室で代用し、家庭科の調理実習は町民会館の調理室を、技術・工作に

ついては町民会館の工作室を使用する。美術や図画に関しては、先生に確認したところ、教

材があれば教室でも授業は可能とのことだったので、特別活動室を活用しながら授業を行

う。工事によって学習内容を欠くことは許されないのでしっかりと対応していく。 

 

〇女性 C  

日課表に載っている放課後子ども教室や地域未来塾というのは、学童や児童クラブと同

じものと思っていいか。 

〇鈴村教育長 

制度上の話をすると両者は異なるが、放課後に保護者の迎えを待つ間の居場所という意

味では同じもの。今のところ、放課後子ども教室は２階の美術・図画室を、地域未来塾は１

階の技術・工作室を使うことを想定している。 

〇女性 C 

 学童を利用すると料金がかかるが、放課後子ども教室や地域未来塾を利用する際に負担

は必要になるか。 

〇鈴村教育長 

放課後子ども教室等は保険料を除き無料で利用していただける。現状では放課後子ども

教室は平日のみであるが、児童クラブは夏休みでも行っている。その体制をどうするか、今

後詰めていきたい。 

〇女性 C  

物価高の中、学童を利用すると負担が厳しいので、無料で利用できれば大変ありがたい。 

〇鈴村教育長 

事務局で詰めていくので、時間をいただきたい。 

 

〇女性 A  

 校舎は塀やフェンスなどで囲まれていることが多いが、新校舎はどうか。 

〇鈴村教育長 

白川町内の小中学校で、門扉等で囲われている学校はない。新校舎についても同様となる。 

〇女性 A  

 小学校低学年の小さな子どもがボール遊び等をしているときに、道路に飛び出して事故

に遭う危険はないか。 



〇鈴村教育長 

 門扉等はないが、現状と同様の防球ネットは設置する。また、ボールなどが入っている器

具庫は山側にあるので、基本的には山側で遊ぶように指導していく。 

〇玉置学校再編特命監 

 昨年の夏に先生方と、小学生と中学生が一緒に過ごしている藍川北学園の視察をした。そ

こでは、上級生が下級生の手本となり、下級生が上級生を見習うという相乗効果が生まれて

いた。しっかりした中学生がいることで、低学年の子も安心・安全に過ごせるようになって

いた。白川でも上級生が下級生を見守るといった異学年交流ができるように取り組み、互い

によい影響を与え成長しあえる学校を目指したい。 

 

〇男性 C 

 新校舎にプールはないが、水泳の授業はどうするのか。 

〇鈴村課長 

 基本的には現在の白川小か蘇原小のプールを使用する。プールが古くなり使えなくなっ

た場合は、民間のプールの使用も検討する。 

〇男性 C 

 移動に時間がかかり授業の時間が短くなってしまうと思うがどうするのか。 

〇鈴村課長 

 １回の移動で１時間の授業だと短くなってしまうので、１回移動したら２時間続けて授

業を行うなど、工夫しながら対応を考えていきたい。 

 

（４）閉会あいさつ 高木係長 （９：００閉会） 


